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皮膚厚み測定を用いたツベノVクリン反応強度比較の研究
千葉大学医学部第一内科学教室(主任 三輪清三教授〉
近藤 審 
KIWAMU KONDO 
(昭和 32年 3月 30日受付〉 
1.緒言
ツベルクリン反応の判定及び表記に際して硬結は，ツ反応の本態的変化とされる皮内謬原線
維の膨化及び細胞浸潤(18)を直接にあらわすにもか、わらず，その測定の個人誤差が大きいた
め〈13〉，陽性，陰性の判定にも，叉同一人についての経過の比較，諸集団聞でのツ反応強度比較
についても用いられる事がなく，之等の目的には専ら発赤の径の測定が用いられ，硬結の触知
は二重発赤の有無，水泡の有無と共に補助的に用いられるにすぎず，叉硬結の型に注目した 
Palmer(3)等が，その型による度数分布を諸地方で比較して居る他には，定量的に用いられるこ
とはなかったO 千葉及び福田(りは先に硬結の測定法として，ツ反応部の皮膚をスライディング
カリバースを用いてつまみ上げ，直接その厚みを測定する方法を考案し，その方法が簡単，か
っ測定の個人誤差が殆んと発赤のそれと同程度であり，測定に客観性を有し，叉，ある集団に
つきその厚み測定値が一定以上，例えば 5mm叉は 6mm以上のものの¢は，強度比較の指
数とんて用い得ることを述べた。此の方法を用いて，諸集団のツ反応を硬結について定量的に
観察し，特に結核既感染とされて居る人々について其の強度を比較検討することは未だ行われ
て居ないので， 昭和 28年春に行われた東京都区内の国鉄職員の定期健康診断に際し， 姓，年
令，胸部 X線所見，既往 BCG歴，ツ反応自然陽転叉は初回既陽性呈示の時期，作業環境及び
労作量等により区分された諸群についてツ反応の強度を主として厚み測定値をもって比較し，
之等の条件と結核感染の様相との関係につき分析を加える事を試みた。 
2. 調査対象及び方法
昭和 28年 4月 --7月の問に行われた定期/連康診
断を受検した東京都区内国鉄職員男子 27905名及び
女子 1250名。年令は 18--60才に対し，身体計測，
一般診断の外に次の検査を行った。
a) X線検査 被検全員に対し，主として可搬型 
蓄放式装置による 35mm判間接撮影を行い，有所
見者，及び疑あるものには直接撮影を行い，所見は
岡病型により記載した。
b)ツベルグリン反応検査
被検全員に対L，日本 BCG製造会社製 2000倍ツ
ベルクリン 0.1ccを型の如く左前醇皮内に注射， 2 
日後に判定し，発赤の径，硬結の蝕知，二重発赤径
及び~7k泡の有無を測定すると共に，福田の方法によ
りツ反応部の皮膚厚みを測定 L，4捨 5入で mmvこ
とどめた。得られた皮膚厚みは，之を度数分布にと
ると共に，その 4mm以上， 5mm以上， 6mm以
上のしめる %Cそれぞれ九， P5，P6と略す)，平均
値を計算して比較に用いた。なお硬結蝕知率を PI，
二重発赤率を PDとする。 
c)ツ反応歴及び BCG歴
問診及び，個人検査成績台帳(最も古いものでは
昭和 15年に遡れる〉を参照して，自然感染の有無，
自然陽転叉は初回既陽性呈示の時期を確認、した。 
第2章成 績
第 1節年令構成，既感染率，
有所見率(第 1表〉
全対象の年令分布は， 25~29 才の所で最も多く，
叉 29才以下と 30才以上ではほど同数であった。胸
部X線有所見率は，年令と共に増加し 29才以下
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12.4%， 30才以上では 21.1%，全年令で 16.7%に達 Pl は ~19 才の 56.9% に始り， 29才迄に比較的
した。結核未感染と判定されたものは， 29才迄に に急増し， 30才をこえるとほ¥:-85%台を維持する。 
6.0，30才以上1.5，全年令 3.7各%で‘あった。既感 P4 は ~19 才迄の 48.0% に始り， PIとほ ¥:-10%の
染率は既に ~24 才におし、て 92.5%- に達し，以後僅 間隔で上昇，、~44 才で最高の 79.3% となり，以後や
かずつ上昇して 50 才~の 99.4%にし、たる。~下降する。 P5 は ~19 才の 25.3% から直線的に増
第 2節年令別 (5才別〉ツ反応強度 加， ~49 才 56.3% で最高となり，以後低下する。
ピ1)全対象者(矯 2表) P6 屯 ~19 才の 14.5% から始り， ~49 才で 37.7%
発赤 10mm 以上のものの%は既に 20~24 才で と最高となり，以俵低下する。二重発赤率 PDは， 
90%をこえ，以後 95%台を維持し， 50才をこえる P6と殆んど重り合いながら上昇，同じく ---49才の
と僅かに低下の傾向をしめす。 36.6%に達し，以後下降する。
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第 4表 年令別ツ反応強度(既感染無所見者〉
の厚みツ平均 
4.1 
5.0 
846-6一87220一O{844 一4一44555一5一4FDAU1
よ可 
i
i-A
Q U
司 'qdQu-41
山 肌 ↑  
ω
↑日↑一  
日一 
比 一  
2
似
ー へ 一  
第 1号 近藤: 皮麿厚み測定を用いたヅペルグリシ反応強度比較の研究 -153-
日:l-iJJ71?817ljU1LJJ日
↑ 
4
一 円 引  
寸 - - J I l - - - 引 刻 叶 』 引 引 」 川 副 汁 パ 句 研 l J m一9↑主弘一&一1・L1ZI--一31一41
訓別何百剖!引制  
川副斗  
3 1
「 ー ー ー 寸一一、λ6
、 よ
一3 割引11 
11一11111一31一51
↑
第 6表 年令別 γ反応強度(朱治癒所見者〉
U
3.一9.一8.7.5.6.3・一0・一O
川町lqMM|川町山寸引創|引制勺川町制|到引刊1261叫副町一ad叫寸到引叫l
J
J
〕O一8一77464一6
i町川つ引 自 叫 川 副 u u l a u L 一 1 4 9 l
l
一6026-877445523213一07
80
吐 
一 一 以 「 川 ー ー バ
t
ム円
95-986560866597一川 「 川 「
一 一一一↑拘
1一泊念日間&ゆZ泊Q
一一ω1 1
川(川  
15
め叩
比 一  一つ 
・二202825-08一0658403160一82一88 
一仏61 1一8丘一5仏9&1仏1131一01一8仏
川
1一51一3543307693一62一16
上-仏沼丘η1以一一一
判 例 「 副  
ω寸引引副判  
利引司副  
I0止 2・ 1一1 一L1114261 一71一814、一82717一E7一:7f7;8;7;8一M7一お7 
13mι よILl-一O一4
qL-nLqLqoqoqo
5Q山四丘一Ma一M念日仏na
--U4ι - d
Aτ1
d
M m 9 UL 一 Q d Q 山 一 泊 口 弘J J J J J r
&7仏一mz一部弘
一円 ω
↑ 一
1
1
臼
6
1
↑
一 
一
一dM
判寸刻寸判|矧|刊
硬結あり一mM飢白鼠一的即位一4mMm幻脱出mm杭一間侃一制民去り一肌6んリロー一おZ一日仏日4ua日Z8L一日4一関口仏二重発赤一t22'Illl寸剖州「削州汁」副川町川例制寸引制勺引出ld円引|副州「制引コ!日dm寸司副叫l
寸|| 5000一53一 8402448Z引っ広町!日以|恥引判l一2一1丘34-44一1Z2&111114 7 一ロ4
一5025224QUO-0017813955一74一60一~~~ ~一~~~~~一~一年一05一 5050一O一き
叫 
一22 33445 3 五一未治癒所見者
ι2一3:3]3¥43一i13一13
l
ツ反応部皮膚の厚み  (mm) 
L
E J
L
J11
寸制l 一 
DO
↑ぬ↑ぉ↑幻お↑一郎↑一位↑
一
2
U
l一2.21一31一 2.Z21211丘一82.一日1一 ・3仏01 3Z 7丘6a544 仏一64 9一E 4 jlili 引d47岡引mu引か一013861533制〕
R N a
寸 創 | 4
「 l i 寸 引 制 J U 川 V | | 刊 刊 「 開 門一7一別4 5一85m99 8 27一 l.1 L41一6・ 4. .3.3.2. 5・
l
れ 引
つ
E o i t
町 七 i 」 同 州 叫 i N
万
j
一6 2 1 1 1 11 2 37Ji --
間 制  
叫 引 出  
寸叫引  
4 9
一 」  
一 
州 
刈判叫円
一一一 4 J3;3 :3一]21
州司刻」対  
」 4
制刻司』 
L
(lLiz(-31J}ltl711i;irt一ltf 日7
E 、2J2 ;2 j 2 一:2一t2一i f2MU2 ど 一M1 97070E2 犯O 辺
d4
4d4U
2222一42一Ft2
1 6 1 J 4 1 8 1 1 7 E 一 i I 6 1 i 一 l m u l e -
m 4
一 
6l
-154ー 千葉医学会雑誌 第 33巻 
(2) 全有所見者について(第 3表〉 それよりも数%ずつ低位であり，特に低年令層に 
PIは全年令層を通じ殆んど 85%台を維持して居 おし、てそのひらきが大きし、凸厚み平均も，有所見者
~4.34.7才迄29聞に，)1~既感染無所見者のの問で一定にとどまって居75~80%
る。しかし Poは， ~24 才の 45.1% に始って漸次増 才以上 4.9~4.8mm とおなじ傾向をしめす。
加， --49才の 58.4%に於て最高となり，以後下降す (4) 治癒及び未治癒所見者(第 5，6表〉
る。 P6も--24才の 24.9%ー より直線的に上昇. ~49 同病型の中， X，四 B，及び IX型のものを治癒所
才の 39.4%に達し， PDも --24才の 21.7%から潮 見とし，共の他の病型を未治癒所見と Lて，年令 5
増， --49才 40.8%にいたり，共に以後下降する。 才別に観察すると，両者共 Pr，P4は殆んど年令に 
(3) 既感染無所見者について(自然感染後 1年 よる愛化が少し、が， P5，P6，PD はし、づれも年令と共
以内のものも含める。以下すべての章でも に上昇を示す。そして，治癒所見者は未治癒所見者
同様)(第 4表〉 に比し，や L高い値を示して居る。 P5，P6では，治 
Prは --24才で 81.0%に達し，以後僅かに上昇す 癒所見者は --49才に，末治癒所見者は --45才にそ
る。しかし P 4は有所見者と異り，--19才の 58.3% れぞれ最高値を示して居る。
から漸次上昇， 44才で最高の 79.0%に達し，以後僅 第 3節病型別ツ反応強度
かに下降する。九は， --19才の 30.8%~こ始まり， (1) 主病型別ツ反応強度(第 7表〉 
--49才の 56.0%にし、たる。 P6，PDは重り合って上 有所見者を更に主病型別に --29才， 30才~の両
昇L，--19才の 18.1，16.5%から --49才の 37ム 層で比較した。 
35.7%にいたるが，その値はし、ずれも全有所見者の 各病型共， 30才以上の方がすべての Pで高い値を
第 7表 主病型別ツ反応強度
り， P4 もほど mm，30 
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示すが，その差は PIでは小く，.P6，PDでは大きく 21.5，PD19.8で，既感染無所見者のそれ (72.1， 
なって居る。即ち同一病型でも，年令が高い方が， 401.3，21.5，19.8)と殆んど同程度である。 
強いツ反応を示す。 30才以上でも，此のVI>V>百〉刊の関係は同様 
29才以下で，各病型について比較すると， Prで に認められる。九 83.9，82.8，79ム73.2，Po55ム
は，明らかな差は認められないが， P4，PO，P6と通 5，9.2，53.0，48.2，P635.4，34.0，33.6，25.8，PD37.6， 
)1型のVI，N，V，VI覧すると， 慣に値が低くなる。 34.6，35.5，30.8であり， P6及び PDでVI型の低いの
すなわち，此の病型順に，九は 80ム 78.1，76.9， が注目される。 X型は此の年令でも強反応を示 L， 
72.9，P5は 53.0，47.7，45.8，40.8，P6は30.7，26.1， P4 80.0，P5 56.7，P638.8，PD33.8と， VI型と略 
23.8，20ム PDは24ム 24.0，22.0，18.3各%である。 慎に，)1低く同L型のみのものはやIX，B一致する。四 
X型は一般に強反応を呈し，九 81.8，Po51 7，P6 78.3，53.6，35ム 292である。 
32.6，PD25.8とほどvl型に等しい値である。四 B， 上述の%の差はが法によれば，各病型聞では有 
IX型のみのものは一段f尽く， P4 72.1，Po41.3，P6 意ではなL、が，刊十V十百~刊の間で，30才以上の
第 8表 浸潤型につき空洞の有無、とツ反応強度
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P6に有意であった。 α=5%0 
(2) 浸潤型(百型〉につき空洞の有無とツ反応
強度(第 8表) 
IV型の中，空洞あるもの1VA，その疑あるもの1v 
Ba，及びその疑なきもの1vBbを分って比較する
L 少数ではあるが洞ありの群は両年令層を通じ， 
院)1才以下では，上述の29低く，L群よりもや2他の
に P622.5，25.8，21.4，PD13.2，23.2，23.6，30才一以
となっ34.5，36.8，PD31.7，36.1，32.9.4， P627上， 
て居るが，その差は有意ではなし、。 
(3) 有所見者で発赤径 9mm以下のものについ
て(第 9表) 
各主病型別に発赤径 4mm以内， 9mm以内の%
を求めると， 29才以下ではいずれも少数であるが，
30才以上ではvn型が4mm以内 1.4%， 9mm以内 
5.8%であり， や L多いのが注目される。全有所見 
者叉既感染無所見者では 29 才迄それぞれ 0.8~2.2 ， 
0.8--3.0， 30才以上で 0.4--2.0，0.6~2.5 各%であ 
る。 
第 4節 BCG接種の有無とツ反応強度 
検査当時既感染無所見と認められるもの(自然陽
転 1年以内のものも含む〉について既往 BCG接種 
40才以上では BCG接種したもの (B十と略す〉が 
少数の為，比較出来ない。
(1) 既感染無所見者全員について(第 10.11表〉 
B一群の Prは， ~19 才の 77.0% に始まり， 85% 
台に終始す、色。 B+ 群は ~19 才の 76.6 から 71.7， 
73.5，66.8%と， し、ずれも Bー に比し明瞭に低い値 
を示す。ちでも同順に Bーが 67.3，74.9，76.8，79.0 
・・・ ~B+ が 61.0， 58.5，58.6，51.6・"， P5で Bーが
40.7，43.1，45.0，49.3，.一 ~B十が 32.5， 27.2，25.2， 
26.2，..P6で Bー が 25.7，23.3，24.6，28.9，.・ --B+ 
が 16.9，11.7，10.3，14.9…叉 PDでは Bー が 20.4，
18.3，20.8，27.0 … ~B+ が 14.3， 10.8，11.8，16.2， 
…といずれも B一群の方が明瞭に強いツ反応を呈
して居る。 
(2) 向上の中，硬結を蝕知したものについて 
P4は同じ順に B-83.9，84.6，84.5，84.8 …--B十
71.2，73.9，73.0，68.8ー であり， P 5は Bー  58.9， 
50.6，50.6，53.8 …~ B+ 39.8，36ム32.7，36.1…， 
P6は Bー が 33.3，27.3，27.6，31.9--…--B+ 22.0， 
15.8，13.7，20.8，…といづれも B一群が強反応を示
して居る(表略〉。
(3) 向上の中，二重発赤を示す群について
の有無により 2群に分ち，年令 5才別に比較した。 P 4では B- 91.3，93.8，93.5， .4，B+ 86・・・--92.6
BCG非接種既感染無所見者(全員〉年令別ツ反応強度
年 硬 ツ反応部皮膚の厚み (mm)
令
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92.1，87.1，83.7・・・とや).B一群が強<，此の差は P5 40.5--25.0，P6 23.2--10.3，PD 20.3 --11.9と， 
hでは B-82.6，76.1，75.4・・・，_..B+ 68.2，67.8， いずれも日ーの方が高く， P6，PDの差は有意であ 
58.9，67.3・1 更に P6では Bー が 60.6， 54.3， る。
(2) 昭和 23年以前に自然陽転期の判明して居
るものについて 
B+群， B一群をそれぞれ，更に，前者は BCG
接種後自然感染が加った年 (BCGによる陽性がー
且被弱したる後再び強愛し，硬結あるいはご重発赤
を認める様になった時期，叉は BCG接種後ひきつ 
どき 10mm以上の発赤を持続するようになった最 
初の年，ほどその近くに自然感染が加ったと推量出
来る〉により，後者は，自然陽転の時期そのま Lに
よって，それぞれ昭和 16--18年感染(被検時より
10年以上前)19~23 年感染〈同じく 5~9 年前〉の
2群として:' B一句群， B+群を比較した。
昭和 16-18年陽転群では， Bー --B+の順に， PI 
が 84.8--80.0， P4 75.8--66.2， P5 40.5----31.1， P6 
18.8--13.1，PD 18.5--11.3と明らかに B一群が高い 
値を示す。昭和 19--23年陽転群についても，それ 
ぞれPI78.9.... 71.9，九は 67.4--58ム P530.4，_. 
24.0，P6 16.7--9.9で PDは8.7--11.3とや L逆転す
るほかは，皆 Bー の方が高い値を示す。
58.5・・・--B+が50.0，42.6，33.5，46.9と明瞭になる
(表略〉。即ち，二重発赤を認める群についても， B
一群は B+群に比し一層強い厚みの分布を呈して
居る。
第 5節 自然陽転叉は既陽性呈示
の年度とツ反応強度 
第 4節の成績で，既感染無所見者群において， B 
CG接種の経験あるものが，なきものに比し弱し、ッ
反応を呈することを認、めたが，此の既感染者の中に
は，木来 BCGによる弱し、陽転が持続するのを自然
感染と誤認されて居るおそれもあるので，個人記録 
で BCG接種とツ反応自然陽転，又は既陽性呈示の 
時期の確めることの出来たものについて，その自然
陽性発見の時期別に，年令二大別して比較した。
30才以上は BCG接種者少数の為比較出較ない(第 
12，13表〉。
(1) 昭和 23年既(自然〉陽性だったもの
昭和 23年既陽性で，以後陽性を持続して居るも 
の(自然感染は確実と思われる〉につき，比較する
と， PI: B-85.3 --B+ 73.1，九は 76.1....59.3， 
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第 13表 陽転叉は既陽性年度別ツ反応強度 (BCG接種群年令別〉
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第 6節労作量，作業環境別Y反応強度 も軽屋内群に高<，中労作屋内，半屋内群之につぎ，
現在の職名により労作量を軽，中，重，作業環境 中屋外群や L低く，重労作群にもっとも低くなって
を屋内，半屋内，屋外の各3群に分ち，各群別に， 居る。
有所見者と既感染所見者についてツ反応強度の比較 (2) 有所見者のツ反応強度(第 15表〉
を行つた。軽労作は 2 OCal以下，中労作は2却00 お50∞o 29才以下でで、は PIが軽内，中，内，中半屋内，中∞
∞Cal以下，重労作は 280
るぶく1問9)0 88.5，88.6，90.3，87.5とし、ずれもり 30才以上で 80.5， 
(1) 年令構成及び有所見率(第 14表〉 軽内にや L低いが，九では同順に 81.6，73 2，78.5， 
受検者に対する有所見率は再年令層を通じいずれ 76.9，78.2--82.6，77.3，80.3，77.8，75.6と差が少く
OCa叫1以以、下の労動量を有す 外，霊外の}Il 祁6.5，8ω9.5，順慎慎に， PIは7 幻8 邸8.6，3ム 8 貯87.2
第 1号 近藤: 皮麿厚み測定を用いたツベルグ Pシ反応強度比較の研究 -159-
第 14表 労作量，作業環境と有所見率，未感染率 
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l
.4，46，50.2，54.5，54.5 P6で 32.0，25.9，28.0，23.0， 低下する点から考え， 4mm以上の厚みは，ほど確 
21.3--40.3，33.0，.35.0，30.2，26.8と強反応はかえっ 実な自然感染と考えてよいので， 5mm以上，或は
て軽内に高〈なって居る。 PDでは， 29.0，25.3， 6 mm以上の%は，それぞれの群の Y反応強度を 
22.9，20.8，23.9--34.3，39.6，35.1，32.2，30.3となっ 呈する指数として利用することが出来る。ツ反応厚
て居り，軽，屋内に高く中労作では屋内，半屋内に み測定には，注射部位と，その附近の正常皮膚の厚
差が殆んどなく屋外はや L低く重，屋外は更に低く みの差をとる方法も考えられ，注射前と判定時に二
なって居る。 度測定し，その差をとる方法(12)を提唱する人もあ
(3) 既感染無所見者のツ反応強度(第 16表〉 るが，成人前腐の正常皮膚の厚みは， 96%までは 2 
.4，79.6--82，82.1，79.9，80.6，77.3はPI
87.6，88.6，88.4と殆んど差がない。九は 74.5.，68.3， 応部の厚みを直接測定することで差支えないものと
86.5， mm以内のため，強反応を比較するに際しては，反
.4，75，67.6--83.5，68.8，71.5 78.6，76.1，70.1，P5は 思われる。
.4，53，48.9，71.~6，36.8，36.2，39.0，38.1，44.8 49.0， 年令別のツ反応比較にて，すべての既感染者群に 
42.5，P6は 24札 22.2，20.6，17.8，17.9~40札 30.3 ， おいて，年令のますにつれ， P5，P6の上昇が認めら 
33.5，28.9，24.1であり，九， P5，P6と強反応になる れる。之は:在来 PDについて認められた事.(11)(14)と
につれて，軽内〉中内キ中，半屋内〉中屋外> 一致する， P'Iが比較的低年層で高い値に達するのに
霊外の傾向が認められる。 PDについても問順に 比し，強反応は高年令になるにつれ増加し， 50才を 
19.3，22ム18ム16.9，16.7~35.5， 32.3，32.8，29.0， こえると叉低下する。此の理由として，未感染者の 
22.0で，やはり中外，重外群が低L、値をしめす。 誤入が少くなること，.菌の再吸入によるアレルギー
第 3章総括及~者按 追加の可能性，高年令になるにつれ石灰化病巣叉は 
y反応部厚みの度数分布は，どの集団，どの区分 巣状硬化型，結節型等の強い γ反応強度を示す有所
においても単峰性であり，そのピ{グは，全対象者 見者がふえ，之が既感染無所見者の中にかくれて居
の5才年令別比較の 19才未満で 3mmにあるのを る可能性，等が考えられるが， 50才以上で，すべて
のぞき，すべて 4mmであった。陰性を含む群にお 反応の滅弱が見られる点，叉同一病型でも， 29才以
いて，二峰性が認められず，陰性と陽性の境を判然 下より 30才以上の方が強い反応を呈する点から考
とひくことは不可能ではあるが，未感染者に BCG えて，皮膚の反応性の年令的な非特異の~動が存す
を接種後ツ反応を追求した福岡くのの成績によれば， るのではないかと思われる。
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第 15表 労作量，作業環境別ヅ反応強度有所見者年令別
年
労2作 碩結あり ーあ 1ツ 反応部皮膚の厚み (mm) 総 厚
重赤発り
み
令 2 I3 I4 I5 I6 I7 I8 19 IJ~I~~上 Id上 r~~上 貝 均平
屋内 182 69 
71 47 20 15 3 2 194 123 76 237 5.0 
76.5 29.0 2.51 15.5 29.8 19.8 15.1 8.3 6.2 1.3 0.8 81.6 51.7 32.0‘一 
軽 1 1 1 3.0半屋内 100 100 
労作1i 
‘ー
屋外 6
1 2 2 1 1 4 4 2 714.7 
85.7 28.5 14.2 14.2 57.1 57.1 28.5‘一 
計 189 
71 491 36 21 15 4 2 198 127 78 245 4.9 
77.2 28司19.9j 14.7 8.6 6.0 1.6 0.7 80.8 51.7 31.7 ‘ー一
屋内 148 42 
17! 5 5 121 69 43 165 4.6
29 89.5 25.3 3.61 23.0 31.41 15.61 .9.6 9.9 2.9 2.9 73.2 41.7 25.9 吋ー 
才 
2労度作中'f: 
半屋内 4051 111 21 83 
33 13 6 8 381 236 1361 485 4.7 
4.21 17.1 29.8 6.8 2.6 1.2 1.6 78.5 48.6 281 ← 
迄 屋外 5511 129 261 118 
191 43 13 7 14 477 286 1431 621 4.6 
4.1 18.9 23.0 2.0 1.1 2.2 76.9 46.0 23.0 ← 
計 
282 531 239 388 31 13 27979li5961i 1322 1271 4.6 
22.1 4.1 18.7 7. 2.3 1.0 2.01 7.701 46.61 25.3‘一 
重半屋内
労屋外 135 37 5 
55 33 19 8 2 2 121 66 33 155 
87.2 23.9 35.5 5.2 1.31 1.3 1、3 78.2 42.5 21.3 
4.5 
‘ー
作 計 
135 37 29 55 8 2i 2 2 121 66 33 155 4.5 
87.2 23.9) 3.21 18.7 35.5 21.31 12. 5.2 1.3: 1.3 1.3 78.2 42.5 21.3 ‘一
733 312 431 1221 2051 176 88 23 48 746 541 365 911 5.3 
80.5 34.3 15.49 9.7 6.8 2.5 5.3 32.0 50.4 40.2 十{ 
1 11 21 41 41 7 2 3 20 16 9 26 4.9 
3.7 42.3 7.7¥ 16.~α1I2795 16.9 7.7 11.5 76.8 61.5 34.6‘一 
14 2 1 1 12 9 4 15 5.1 
92.3 20.01 20.0: 33.3 14.7 6.7 6.7 88.1 60.0 26.7‘一 
計 773 
32 451 1291 2121 188 151 91 64 23 49! 778 566 5.2 
81.2 34. 9.6 6.7 2.4 59.6 39.7 ← 
屋内 226 101 18 40 
58 24 7 9 197 1391 84 255 4.9
30 88.5 39.6 7.1 15.7 25.0 21.51 15.3 9.4 2.7 3.5 77.3 54.51 33.0‘一ー 
才
等労度作
半屋内 661 262 
24 123 193 1461 104 69 35 21 32 600 407 261 747 5.1 
以 88.6 35.1 9.2 4.7 2.8 4.3 80.3 54.5 35.0 +ーで 
上 屋外 635 
227 201 1361 1941 1421 97 57 28 15 15 548 354 212 704 4.8 
90.3 32.2 
27-
8.1 4.0 2.1 2.1 77.8 50.2 30.2 ‘ー
計 
1522 590 4701l| 
41 5631 1345 800 557 1706 4.9 
89.2 34.6 3.61 19.31 26.11 20.1) 14.2 8. 2.4 3.31 78.7 52.7 32.6‘一ー 
1 2 1 3
1 1 1 3 4.1 
33.3 66.6 33.3 33.3 
重ー 
99.9 33.3 唯一ー
労 202 70 
14・ 43 67 45 26 20 4 2/ 174， 107 62 231 4.6屋外 87.5 30.3 6.1 18.6 29.0 19.5 11.3 8.7 4.3 1.7 0.91 15.6
1 
46.4 26.8‘一ー 
作 204 71 27 20 10 4 21 177 108 63 234 言十 87.2 30.3 6.01 18.51 29.51 19.2 8.6 4.3 1.7 0.91 75円46.1 26.9 4.6 +-ー
結核の病態，病勢とヅ反応の強度については，在 病巣叉は石灰巣が強<，末治病巣，範囲の広い病巣
来かなり報告があり (1)(2)(7)(10)，岡病型についても が弱し、事が認められた。之は在来臨床的に認められ
報告があるが(16)，今回の調査では，厚み測定を考え て居た，軽症→重症となるにつれてツ反応が弱化す
た上で，同一病型につき，高年令の方がツ反応が強 るという事を，病型の上からも認めるものである。
いこと，叉同一年令層っし、ても小さい治癒に傾いた 混合型病巣，及び浸潤巣の中空洞あるものが夫々他
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第 16表 労作量，作業環境別ツ反応強度既感染無所見者年令別
年 労
硬結あ
ーあ Y 反応部皮膚の厚み (mm) 総 厚み
作
重赤発り
令 量 2 I3 I4 ] _5 I6 I7 I8 I9 IJ~I~~t: I~5J: I~~上 員 平均
叫一山川l凡川2幻~~I 却揃別…川6¥ 2川…l川]00| 「50 291 17 247 997 4.677.3 19.3 4.41 21.0引 20.1ω 5.0 2.9 1.7 1.2174.51 44.8 24.8 ‘一ー
軽
半屋内 J 21 21 1 3 1 1 5 
労 40.01 40.01 1 20.0 60.0 20.0 20.0 呼ー
屋 外 47 1 12 20 5 5 2 3 2 37 17 12 50 作 94.0 2.0 24.0 40.0 10.0 10.0 4.0 6.0 4.0 74.0 34.0 24.0 +-
言T 828 198 435l1224318205145 52 :29 20 465 260 1052 21.3)30.21 19.51 13.8 4.9 2.6) 1.9 1.3174.5 44.2 24.7 ‘一ー 4.6 
屋内 716 197 41 240 269 53 28 12 13 607 338 197 888 4.529 80.6 22.2 4‘6 27.0 30.3 15.91 10.2 5.9 3:.2 1.4 1.5 68.3 38.1 22.2 ぜ一
才迄喜事fF 半屋内 
1980 451 105 599 804 455 245 143 !58 31 34 1770 966 511 2472 4.579.9 18.2 4.2 24.2 32.5 18.4 9.9 5.8 2.3 1.3 1.4 71.5 39.0 20.6 +-
屋外 3802 782 253 1195 1506 852 433 189 113 32 58 3183 1677 825 4627 4.382.1 16.9 5.5 25.7 32.5 18.4 9.4 4.1 2.4 0.7 1.3 68.8 36.2 17.8 ‘一ー
計 6498 1430 199 75 105 5560 2981 1533 7987 4.481.2 12.9 5.01 25.4 32.2j 18.11 9.61 4.8 2.5 0.9 1.3 69.5 37.3 19・2‘一
半屋内 10 2 4 9 5 3 11 
重a 90.9 18.2 36.4 81.8 45.4 27.2 ‘ー
労屋外 1282 271 80 443 496 3041 137 :36 18 1088 592 288 1611 4.379.6 16.9 5.0 27.5 30.8 18.9i 8.5 4. 2.2 1.1 1.1 67.6 36.8 17.9 ‘一ー
イ乍 1292 271 80 445 500 3061 139 8 :36 18 18 1097 597 291 1622計- 79.7 16.7 4.9 27.5 30.8 18.9: 8.6 4. 2.2 1.1 1.1 67.7 36.8 17.9 ‘一ー 
4.3 
屋内 1848 796 75 295 4891 469 56 115 1872 1383 914 2242 5.482.4 35.5 3.3 13.2 2.5 5.1 83.5 61.7 40.8 ‘一ー
軽 68 20 5 13 2 3 58 42 25 76半屋内 89.5 26.3 6.6 17.1 21.1 :2.4 2.6 3.9 76.3 55.3 22.9 ‘トー労
屋外 51 13 3 11 141 9; 3 1 41 27 18 55 作 92.7 23.6 5.5 20.0 25.51 16.4[ 5.4 1.8 74.5 49.1 32.7 ‘一ー
計 1967 829 83 319 5191 495 61 119 1971 
1452 5.482.9 34.9 3.5 13.4 21.91 20.9 2.5 5.0 83.1 61.2 40.3 ← 
屋内 728 2721 43 223 157 97 66 47 30 86.5 32.31 5.1 L3.6 11.5 7.8 5.6 2.1! 3.21 15.41 48.91 30.~ ← 
才
等労作度中
半屋内 2274 8521 120 654 516 383 208 136 
以 87.6 32.81 4.6 25.2 L9.9 14.8 8.0 5.2 61 3.91 78.61 53.41 33.5 ← 
上 屋外 2812 9211 158 859 640 406 227 131 5~1 Y?I 2~4~1?1 1.5~5~1 n9J~131751 4.8 88.6 29.01 5.0 27.1 :W.2 12.8 7.1 4.1 1.7] 3.1 76.11 49.01 28.9 ← 
計 5814 2045! 321 1736 1313 886 501 314 89.9 26.3 19.9 13.4 7.6 4.7 1.71 3.41 77.01 50.71 30.9 ← 
半屋内 7 1 
Ml!重 
77.8 11.1 11.1i 44.41 22.2 11.1 11.1 1 88.9! 44.41 22.2 ← 
労屋外 1081 280 71 303 3521 233i 132 
4，1 l?i ，2~1 ，8~9~1 .5n4~1 n3.o?11292i 4.6 
84.9 22.0 6.01 23.8 27.71 18.3 10.4 3.5 1.1 1.81 10.11 42.51 24.1 ← 
作 1088 281 77 拙 7|l 3562d m 44 1~1 ，2~1 ..9~0~1 .5n4~1 n3.o?113811 4.6計 84.9 21.9 6.01 23.71 27.81 18.3 10.4 3.4 1.21 1.81 70.31 42.51 24.1 ← 
の病型及び空洞の疑なきものに比し弱し、反応を呈す 状の好転によい影響を与えると考えるか仰の，之だ
るのは，病巣の悪化，活動化に際L:/'反応の弱化が けでは決定し得なし、。
おこるためと考えられる。軽微な叉は治癒した病巣 BCGの既往における接種は，自然感染率及び感
保持者が強反応を呈するのは，治癒した事の結果で、 染発病率を低下させることは知られて居るが，自然
あるか，或は一般的な過敏症系質が先存し，之が病 感染後のツアレルギ戸に対する影響は殆んど知られ
-162ー 千葉医学会雑穏 第 33巻
て居なし、。既感染無廃見者について， BCG接種と
非接種群を比較した所，すべてのPにつき Bー の方
が高かった。此の傾向は対象者を 5年前既に既感染
だったものにかぎっても同様であり，叉陽転期を略
々同じくする群についても同様であった。之はーに
は体質的にツ反応を呈しにくいものが存在しゅ，そ
れ等の BCG接種を受ける機会が多くなるとしづ事
も考えられるが， BCGの免疫効果から考えて，
BCGによる獲得-抵抗性のため，其の後の自然感染
による初感染巣の発展が比較的早期に停止状態に達
し，強いアレルギ{を残すことなく治癒に導かれる
のに基くのではないかと考えられる。
労作量，作業環境と Y反応強度との関係は有所見
者についても既感染無所見者についても，その群の
有所見率(対受験者〉の大小とおほむね平行して居
る。之は其群内における初感染の濃厚な機会に比例
して強いアレルギーが残され，叉有所見者も増加す
るとし、う関係が内在すると思われるが，一方叉菌の 
再吸入による追加アレルギ{の存在を否定し得な
し、。
結 語
皮膚厚み測定を併用して， 27905名の国鉄職員のツ反応を行い，年令，胸部所見， BCG及び
ツ反応歴，作業環境及び労作量とツ反応の強度を主として既感染者について調査した。成績は
大むね在来の表記法により得られる成績と一致し，ツ反応厚みが，強反応の指標として利用し
得ることが認められた。なお， BCG接種は，その後の自然陽転に基くツ反応の強度を抑制す
る様に思われた。年令及び作業環境，労作量との関係はいずれも横断面の成績のため，今後更
に経年的な変化を追求する要あるものと思われるO
稿を終えるに際L，終始御懇切な指導を賜わった恩師三輪教授，並びに国鉄東京保健管理所の
千葉保之博士に心よりの感謝を捧げます。
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